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 実務体験参加の動機 

私は二つの動機があり、参加することを決めました。このインターンシップの募集をしていた時期に私

はフィリピンに語学留学をしていました。英語に対する自信はなかったのですが、フィリピン留学の成

果を発揮したいと思い、参加を決意しました。二つ目は、アメリカでは人々はどのような働き方をして

いるのかということを直に体感したいという理由です。私の研究分野はワークライフバランスなので、

アメリカでの働き方に興味があり、大学院にも進学予定だったので、研究に活かしたいという思いもあ

り参加を決意しました。 

 

 実務体験内容 

最初の２週間は兵庫県事務所でお仕事をさせていただきました。コミコンというイベントがあったの

で、主にそれに向けた資料作りや兵庫県を宣伝するためのインスタグラムの投稿内容を考えるといった

ことをしました。最後の２週間は日本語学習をサポートするボランティアとしてシアトルの公立高校に

行きました。実際に日本語のクラスに参加し、生徒の学習のサポートをしました。 

 

 学んだこと、得たこと 

兵庫県事務所で学んだことは、英語での資料作成と日本語での資料作成には大きな違いがあるというこ

とです。例えば英語でインスタグラムの投稿内容を考える場合、ただ日本語で作成した文章を英語に翻

訳するだけでは不十分です。英語でキャッチーな文章と、日本語でキャッチーな文章には違いがありま

す。英語で何かを宣伝する場合や伝えたい場合、どのような情報を記載し、どのように掲載するのかと
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いうことを学ぶ機会となりました。また、コミコンには３日間参加し、そこでも学びがありました。そ

のうちの一つはプロモーションの仕方です。兵庫県を宣伝するために兵庫県のマスコットキャラクター

である「はばたん」の着ぐるみを着て宣伝活動もしましたが、まず人の目を引くためには自分から積極

的に行動することが必要だと感じました。当たり前のことですが、シアトルにいる現地の方々は兵庫県

について何も知りません。何も知らない人たちに興味を持ってもらうためには着ぐるみでの活動も大事

ですし、相手は何も情報を持っていないため、こちらから積極的に話しかけて、兵庫県には何があるの

かを伝える必要があります。コミコンではそのような積極的な宣伝のノウハウを学ぶことができたと思

います。 

 

 

アメリカの公立高校での日本語ボランティアとしての活動でもたくさんのことを学びました。ここでも

積極性の大切さを学びました。私にはアメリカの学生は積極的で、向こうからたくさん話しかけてくれ

るというようなイメージを持って学校に赴きました。実際には恥ずかしがり屋の生徒の方が多く、初日

はそのイメージとの差に驚きました。しかし自分の

高校生の時を思い出してみても、私も新しく来た先

生と話してみたくても恥ずかしさが勝ってしまい、

うまく話しかけられなかったという経験がありまし

た。そのようなことを考えながら、次の日にはたく

さんの生徒に自分から話しかける努力をしました。

そうすると、日本語の授業に関係ないことでもどの

生徒もよく話しかけてくれるようになりました。自

分から歩み寄ることの大切さはこの高校生との交流

を通しても学ぶことができました。 

 

 

コミコンのために私が作成した資料 コミコンの兵庫県事務所のブース 

ボランティア活動の様子 



 印象に残ったこと 

私には渡航前から、アメリカの人々はどのよう

に働いているのかを実感したいという目的があ

りました。滞在中には様々なアメリカの現地の

方と知り合いました。兵庫県事務所の人、学校

の先生、また偶然知り合った様々な人の話を聞

く機会がありました。日本は長時間労働などの

労働問題が残り続けています。アメリカでも残

業がないわけではないですが比較的人々の中

に、私生活とのバランスをとりつつ仕事をする

という意識があると感じることが多かったで

す。気質の違いもあるのかもしれませんが、社

風や、人々のその考え方、会社の仕組みが異なるのかもしれません。この点に関しては今後の研究に活

かしたいという意味で、強く印象に残ることがたくさんありました。また来年から私も就職活動を本格

的に行う予定のため、自分の将来像についても考える良い機会になったと思っています。 

 

 苦労したこと 

英語での宣伝やポスター作成の経験がこれまでになかったためそれらを作成することに苦労しました。

ポスターや宣伝では文章だけでなく、キャッチーな見出しなどもつける必要があります。実務体験の前

にもっと英語で新聞や記事、宣伝を見ておくべきだったと思いました。加えて、高校生とのコミュニケ

ーションにも苦労しました。私は積極性が大事だと思いつつも自分から話しかけることに対して少し苦

手意識をもっています。アメリカの高校生の中にはシャイな生徒が多いですが、自分から話しかければ

楽しく会話をすることができます。自分の殻を破る必要があったので、その点に関して少し苦労しまし

た。 

 

 実務体験参加に当たって必要な語学力・スキル 

英語力はできる限り付けてから行った方がいいと思います。とは言いつつも、私は英語に関して自信は

ありません。一番大事なことは、自分から話しかける勇気とわかったふりをしないことだと思います。 

 

 この経験を今後どう活かしていくか 

英語に関しては、今後自分がどのように英語を勉強していくかを考えるきっかけになりました。また海

外実務体験中、様々な出会いがあり、次の目標を見つけました！次の目標に向かって英語の勉強を続け

たいと思っています。また、この海外実務体験に参加しようと決意した時から、私は大学院での研究内

容に活かしたいと思っていました。この海外実務体験で見たこと・感じたことは今後の研究の方針を決

めるきっかけになりました。もちろん、今年から始まる就職活動にもこの経験は活かせると思います。 

 

 

 



 後輩へのメッセージ 

自分の英語力に関わらず、海外実務体験に興味があればとりあえず申し込んでみてください！自分の知

らなかった世界を知る機会になるかもしれません。どんな時でも積極性が一番大事だと思います！ 

 

以上 

 


